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２
０
１
９
年
２
月
23
日

（
土
）、
24
日
（
日
）
に
市

ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
55
・

58
年
館
の
お
別
れ
イ
ベ
ン

ト
「
55
・
58 

フ
ェ
ア
ウ
ェ

ル D
ays

〜
55
・
58
年
館
の

〈
最
終
講
義
〉」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
長
ら
く

学
び
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ

て
き
た
55
・
58
年
館
全
館
の

解
体
工
事
が
始
ま
る
に
あ
た

り
、
55
・
58
年
館
の
記
憶
を

本
学
の
未
来
に
受
け
継
ぐ
た

め
の
お
別
れ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
開
催
し
た
も
の
で
す
。
当

日
は
55
・
58
年
館
で
学
生
生

活
を
過
ご
し
た
卒
業
生
や
在

学
生
、
教
職
員
な
ど
、
二
日

間
で
約
２
，
８
０
０
人
が
来

場
し
ま
し
た
。

　
館
内
の
出
展
企
画
で
は
、

懐
か
し
い
写
真
や
歴
史
的
資

料
の
公
開
、
55
・
58
年
館
の

設
計
者
で
あ
る
大
江
宏
本
学

教
授
（
当
時
）
の
企
画
展
示

や
講
演
会
の
ほ
か
、
懐
か
し

の
食
堂
メ
ニ
ュ
ー
「
バ
ク
バ

ク
ラ
ン
チ
」
や
「
教
職
カ
ツ

カ
レ
ー
」、「
法
政
ラ
ン
チ
」

が
数
量
限
定
で
販
売
さ
れ
ま

し
た
。
屋
上
や
55
・
58
年
館

を
背
景
に
記
念
撮
影
を
す
る

方
々
や
、
在
学
当
時
を
語
ら

う
声
、
資
料
や
展
示
物
を
家

族
連
れ
で
ゆ
っ
く
り
見
学
す

る
卒
業
生
の
姿
が
見
ら
れ
、

会
の
最
後
は
、
自
身
も
55
・

58
年
館
で
学
ん
だ
田
中
優
子

総
長
か
ら
の
ご
挨
拶
と
応
援

団
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
で
、「
最
終
講
義
」
の
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

　
な
お
、
55
・
58 

年
館
解

体
工
事
は
２
０
１
９
年
３
月

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
２
０
２
０

年
春
の
開
設
を
予
定
し
て
い

る「H
O
SEI

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

の
プ
レ
企
画
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
が
、
同
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
で
は
55
・
58
年
館
の
廃

材
を
利
用
し
た
備
品
を
設
置

す
る
な
ど
、
本
学
の
記
憶
を

受
け
継
い
で
い
く
展
示
や
ス

ペ
ー
ス
づ
く
り
を
行
う
予
定

で
す
。

（
法
政
大
学
Ｆ
Ｂ
よ
り
転
載
）

あ
ば
よ
55
・
58
年
館

　
１
３
０
余
年
の
伝
統
有
る

我
が
法
政
大
学
は
、
東
京
大

空
襲
で
破
壊
さ
れ
、
戦
後
は

焼
け
野
原
か
ら
再
出
発
し
、

今
日
驚
異
的
な
大
躍
進
を
遂

げ
て
い
る
。
こ
の
推
進
エ
ン

ジ
ン
の
役
割
を
、大
内
総
長
・

大
江
教
授
合
作
の
『
55
・
58

年
館
』
が
果
た
し
た
。

　
他
大
学
の
西
洋
大
学
複
製

子
校
舎
群
と
は
異
な
り
、
我

が
55
・
58
年
館
は
ガ
ラ
ス
の

カ
ー
テ
ン
＝
ウ
ォ
ー
ル
が

〝
日
本
家
屋
の
「
障
子
」〞
を

彷
彿
さ
せ
る
「
オ
リ
ジ
ナ
ル

な
デ
ザ
イ
ン
」
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
フ
ァ
サ
ー
ド
が
戦

後
長
き
に
渡
り
法
政
大
学
の

顔
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
個
性
的
な
表
情
の
校
舎

は
、
授
業
以
外
に
も
色
々
な

使
い
方
が
出
来
た
。
昭
和
の

記
憶
で
は
、
大
内
山
側
の
ス

ロ
ー
プ
は
運
動
部
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
場
、
１
階
学
生
ホ
ー

ル
は
諸
種
サ
ー
ク
ル
の
溜
り

場
、
11
月
下
旬
に
は
自
主
法

政
祭
に
貢
献
し
、
ま
さ
に
24

時
間
３
６
５
日
、
55
・
58
年

館
は
フ
ル
稼
働
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
使
い

方
を
し
て
も
決
し
て
壊
れ
な

か
っ
た
55
・
58
年
館
は
、
世

界
の
ど
こ
で
も
生
き
て
い
け

る
『
タ
フ
な
卒
業
生
』
を
多

数
輩
出
し
た
。
フ
ァ
サ
ー
ド

が
大
内
山
校
舎
に
継
承
さ
れ

る
事
は
、
我
々
の
記
憶
の
ア

イ
コ
ン
と
な
る
。
大
学
当
局

の
「
粋
な
計
ら
い
」
に
感
謝

し
た
い
。

副
幹
事
長
　
藤
野
　
晋

（
１
９
８
７
年
卒
）

大
内
山
校
舎
竣
工

　
大
内
山
校
舎
が
竣
工
し
ま

し
た
。

　
地
下
１
階
、
地
上
８
階
建

の
建
物
と
な
り
、
55
・
58
年

館
の
代
替
施
設
と
し
て
建
設

さ
れ
ま
し
た
。

　
１
階
に
学
部
事
務
室
、
２

階
に
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
セ
ン

タ
ー
、
３
階
に
通
信
教
育
部

と
教
授
室
、
４
階
以
上
が
教

室
と
な
っ
て
い
ま
す
。
外
側

は
55
・
58
年
館
を
模
し
た
デ

ザ
イ
ン
と
な
り
、
内
部
は
白

を
基
調
と
し
た
建
物
で
明
る

い
雰
囲
気
で
す
。
太
陽
光
が

降
り
注
ぐ
南
側
の
窓
か
ら
は
、

靖
国
神
社
の
緑
が
目
に
入
り
、

心
地
良
い
気
分
に
し
て
く
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
建
物
で
学
生
生
活
を
送

れ
る
学
生
た
ち
は
羨
ま
し
い

限
り
で
す
。
大
い
に
学
生
生

活
を
謳
歌
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
我
々
卒
業
生
に
と
っ
て

55
・
58
年
館
は
思
い
出
深
い

建
物
で
し
た
が
、
今
後
の
学

生
た
ち
に
と
っ
て
は
こ
の
大

内
山
校
舎
が
、
こ
れ
か
ら
学

生
生
活
を
送
っ
て
い
く
に
あ

た
り
、
か
け
が
え
の
な
い
建

物
と
な
っ
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
大
内
山
校
舎
竣
工
後
は
、

い
よ
い
よ
55
・
58
年
館
の
取

り
壊
し
と
な
り
ま
す
。
取
り

壊
し
後
は
キ
ャ
ン
パ
ス
中
央

に
学
生
た
ち
が
憩
う
広
場
が

出
現
し
、
大
内
山
校
舎
は
そ

の
存
在
が
際
立
つ
建
物
と
な

る
は
ず
で
す
。
新
旧
の
建
物

が
混
在
す
る
現
在
の
市
ヶ
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
の
姿
を
見
ら
れ

る
の
も
、
あ
と
僅
か
で
す
。

こ
の
貴
重
な
変
わ
り
ゆ
く

キ
ャ
ン
パ
ス
の
姿
を
今
後
も

見
つ
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
　
　
　
倉
林
　
昭
浩

（
１
９
８
５
年
卒
）
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５１１教室は、５５・５８年館最大の座席数を誇った教室でした。

いつ失われてしまったのか、跡だけになってしまったフロア表示です。

55・58年館を彷彿とさせる廊下 大内兵衛元総長の筆による論語の一説 58年館のステンドグラスを模した外壁

学生ホールはサークルのたまり場になっていた時期もありました。

５８年館１Fカウンターのところの窓。ステンドグラスがきれいです。

55
・
58
年
館
の
お
別
れ
イ
ベ
ン
ト

「
55
・
58 

フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル D

ays

」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
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～ このページは懐かしい先生方…。　2013年度（2014年）卒業祝賀会の様子を掲載します ～
2013年度（2014年3月卒業） 経営学部ご卒業の皆さまへ 所属変更のお願い

　
２
０
１
８
年
末

か
ら
「（
一
社
）

法
政
大
学
校
友
会

（
以
降 

校
友
会
）」

よ
り
既
に
お
知
ら

せ
が
届
け
ら
れ
て

い
る
か
と
存
じ
ま

す
が
、
皆
さ
ま
は

大
学
の
卒
業
生
組

織
で
あ
る
校
友
会

に
終
身
会
員
と
し

て
、
卒
業
年
の

「
２
０
１
３
年 

年

度
同
期
会
員
」
と

い
う
名
称
で
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
２
０
１
３
年 

年

度
同
期
会
員
」
の

登
録
は
、
校
友
会

規
定
に
よ
り
〝
登

録
後
５
年
を
経
過

す
る
と
解
散
〞
と

な
り
、
そ
の
後
は

校
友
会
に
参
加
し

て
い
る
各
パ
ー
ト

ナ
ー
組
織
（
各
学

部
同
窓
会
・
各
都

道
県
組
織
な
ど
）

へ
所
属
変
更
と
な

り
ま
す
。

　「
経
営
学
部
同

窓
会
」
は
学
部
卒

業
生
の
集
ま
り
と

し
て
24
年
前
に
創

設
さ
れ
、
校
友
会

パ
ー
ト
ナ
ー
組
織

の
一
員
と
し
て
独

自
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
是
非
、
校

友
会
パ
ー
ト
ナ
ー

組
織
で
あ
る
「
経

営
学
部
同
窓
会
」

へ
の
所
属
変
更
を

お
願
い
す
る
次
第

で
す
。

経
営
学
部
同
窓
会 

会
長
　
岩
井
　
昭

「
ゼ
ミ
の
卒
業
生
と

会
い
思
っ
た
こ
と
」

２
０
１
３
年
度
経
営
学
部
長

経
営
学
部
経
営
戦
略
学
科
教
授

横
内
　
正
雄

　
岩
井
昭
同
窓
会
長
か
ら
原
稿

を
依
頼
さ
れ
、
少
し
ば
か
り
近

況
報
告
を
書
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。
２
０
１
３
年
度
ま
で
学
部

長
を
務
め
た
後
、
２
０
１
４
〜

１
６
年
度
に
学
生
セ
ン
タ
ー

長
（
か
つ
て
の
学
生
部
長
）、

２
０
１
７
〜
１
８
年
度
に
学
生

相
談
室
長
と
、
お
も
に
学
生
の

正
課
外
の
活
動
に
対
す
る
支
援

を
担
当
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

５
年
間
は
、
日
常
的
な
サ
ー
ク

ル
活
動
や
大
学
祭
へ
の
支
援
の

み
な
ら
ず
様
々
な
事
件
や
事
故

へ
の
対
応
（
北
海
道
で
の
サ
イ

ク
リ
ン
グ
部
の
事
故
や
軽
井
沢

で
の
バ
ス
事
故
な
ど
）、
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
へ
の
対
応
（
障
が

い
学
生
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
対
応

な
ど
）
に
追
わ
れ
ま
し
た
。
学

生
の
課
外
活
動
の
支
援
は
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
な
い
も
の
で
す
か

ら
、
単
に
学
生
へ
の
支
援
だ
け

で
な
く
保
証
人
と
の
対
応
が
必

要
な
と
き
も
あ
り
、
気
の
置
け

な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
こ
の
４
月
か
ら
１
年

間
の
研
究
休
暇
（
サ
バ
テ
ィ
カ

ル
）
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
が
法
政
大
学
に
赴
任
し
て

今
年
度
で
28
年
目
に
な
り
ま

す
。
定
年
も
近
づ
い
て
き
た
せ

い
か
、
あ
ま
り
卒
業
生
と
の
付

き
合
い
が
な
か
っ
た
の
が
、
こ

こ
の
と
こ
ろ
ゼ
ミ
の
卒
業
生
か

ら
し
ば
し
ば
連
絡
を
も
ら
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
卒
業
以
来

始
め
て
連
絡
を
く
れ
る
卒
業
生

も
お
り
、
今
年
の
初
め
は
新
年

会
と
称
し
て
懐
か
し
い
面
々
と

飲
み
に
行
っ
た
り
も
し
ま
し

た
。
ま
た
、
社
会
人
大
学
院
を

受
験
し
た
い
が
ど
う
し
た
ら
よ

い
の
か
、
な
ど
と
い
っ
た
相
談

も
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
数
年

ぶ
り
に
法
政
大
学
を
訪
れ
、
新

校
舎
（
富
士
見
ゲ
ー
ト
と
大
内

山
校
舎
）
が
出
来
た
キ
ャ
ン
パ

ス
の
変
わ
り
よ
う
に
驚
く
と
と

も
に
、
55
・
58
年
館
で
の
講
義

を
懐
か
し
く
語
っ
て
い
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
か
ら
「
大
学
の

時
に
も
っ
と
勉
強
し
て
お
け
ば

良
か
っ
た
」、「
先
生
の
講
義
が

役
立
っ
て
い
ま
す
」
と
言
わ
れ

る
と
、「
そ
う
だ
ろ
う
」
と
思

う
一
方
で
こ
そ
ば
ゆ
く
感
じ
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
や
は
り
、
卒
業
後
５
年
か
ら

10
年
経
つ
と
仕
事
に
も
慣
れ
、

次
第
に
大
学
生
の
時
を
懐
か
し

く
思
う
よ
う
に
な
る
頃
か
と
思

い
ま
す
。
そ
の
時
に
何
ら
か
の

形
で
大
学
と
の
繋
が
り
を
持
つ

こ
と
を
考
え
た
ら
い
か
が
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
４
年

３
月
以
降
の
卒
業
生
の
み
な
さ

ん
は
、
卒
業
と
同
時
に
一
律
に

法
政
大
学
校
友
会
の
年
度
同
期

会
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
５
年
間
は

こ
の
年
度
同
期
会
に
所
属
す
る

も
の
の
、
そ
の
後
は
こ
の
同
期

会
は
解
散
さ
れ
、
校
友
会
を
構

成
す
る
別
の
同
窓
会
組
織
に
所

属
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
大
学
と
の

繋
が
り
の
一
環
と
し
て
、
法
政

大
学
経
営
学
部
同
窓
会
に
所
属

の
変
更
手
続
き
を
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
と
り
わ
け
、

今
年
度
は
経
営
学
部
設
置
60
周

年
に
あ
た
り
、
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
経
営

学
部
同
窓
会
の
一
員
と
し
て
こ

れ
に
参
加
す
る
の
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

「
今
こ
そ
出
発
点

　
い
ま
頑
張
ら
ず
に

い
つ
頑
張
る
！
」

経
営
学
部
市
場
経
営
学
科
教
授

林
　
直
嗣

　
私
が
１
９
７
９
年
度
に
法
政

大
学
に
奉
職
し
て
以
来
40
年
が

経
ち
ま
す
。
専
攻
は
理
論
経
済

学
で
あ
り
、
担
当
科
目
の
ミ
ク

ロ
経
済
学
の
授
業
で
は
例
年

５
０
０
〜
７
０
０
名
、
マ
ク
ロ

経
済
学
の
授
業
で
は
１
０
０
〜

２
０
０
名
の
学
生
諸
君
に
聴
講

し
て
頂
き
ま
し
た
。
も
う
一

つ
の
専
攻
が
金
融
論
で
あ
り
、

１
９
９
８
年
度
か
ら
担
当
科
目

と
し
て
７
０
０
〜
９
０
０
名
の

学
生
諸
君
に
聴
講
し
て
頂
き
ま

し
た
。
演
習
・
ゼ
ミ
で
も
で
き

る
だ
け
多
く
の
意
欲
あ
る
学
生

を
受
け
入
れ
、
経
済
や
金
融
、

情
報
処
理
の
基
礎
理
論
と
共
に

実
践
的
応
用
分
析
も
意
欲
的
に

勉
強
し
て
頂
き
ま
し
た
。
実
に

多
く
の
法
大
生
の
諸
君
が
、
例

年
私
の
授
業
を
熱
心
に
聴
講
し

て
頂
き
、
実
社
会
に
出
て
大
い

に
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

教
師
冥
利
に
尽
き
ず
、
感
謝
の

念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
私
は
教
師
と
し
て
受
講
生
が

面
白
い
、
興
味
が
湧
く
、
学
び

た
い
意
欲
が
湧
く
、
と
い
う
主

体
的
学
修
を
生
き
生
き
と
で
き

る
よ
う
に
目
指
し
て
来
ま
し

た
。
担
当
科
目
で
は
教
科
書
や

問
題
集
・
ス
タ
デ
ィ
ガ
イ
ド
を

書
い
て
出
版
し
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
を

使
っ
て
Ｗ
ｅ
ｂ
教
材
を
作
成

し
、
大
学
設
置
基
準
に
従
っ
て

受
講
生
が
授
業
の
他
に
予
習
と

復
習
も
で
き
る
よ
う
に
、
努
力

し
て
き
ま
し
た
。
授
業
内
で
は

ク
イ
ズ
を
次
々
と
出
し
、
学
生

諸
君
に
次
々
と
主
体
的
に
解
答

し
て
頂
き
、
会
話
し
な
が
ら
双

方
向
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
を
実
践
し
て
頂
き
ま
し

た
。
文
科
省
は
、
４
年
間
の
学

士
力
の
教
育
内
容
は
知
育
、
体

育
、
技
育
、
徳
育
の
４
大
教
育

要
素
の
上
に
、
問
題
に
対
す
る

総
合
的
な
判
断
力
・
解
決
力
が

最
終
目
標
で
あ
る
と
定
め
て
い

ま
す
。
幅
広
い
教
養
と
深
い
専

門
の
知
識
や
思
考
力
を
総
合
し

て
社
会
で
役
に
立
つ
学
修
を
す

る
こ
と
こ
そ
、
大
学
教
育
の
真

の
理
念
と
言
え
ま
す
。
こ
う
し

た
教
育
を
非
常
に
多
く
の
学

生
諸
君
か
ら
評
価
し
て
頂
き
、

２
０
１
７
年
度
ベ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
賞
の
栄
誉
を
頂
き
ま
し

た
こ
と
は
、
大
変
光
栄
に
存
じ

ま
す
。

　
２
０
１
３
年
に
は
林
修
氏

の
「
い
つ
や
る
か
？
　
今
で

し
ょ
！
」
が
流
行
語
大
賞
と

な
り
ま
し

た
。
そ
の
約

四
半
世
紀
前

１
９
８
４

年
、
京
都
大

徳
寺
大
仙
院

の
尾
関
宗
園

和
尚
は
、「
今

こ
そ
出
発
点

　
い
ま
頑
張

ら
ず
に
い
つ

頑
張
る
！
」

と
言
う
名
言

と
著
書
を
書

か
れ
て
い
ま

す
。
和
尚
は

私
が
院
生
の
頃
か
ら
尊
敬
す
る

人
生
の
師
で
す
。
ビ
ル
・
ゲ
イ

ツ
、ジ
ョ
ブ
ズ
、ザ
ッ
カ
ー
バ
ー

グ
な
ど
著
名
な
大
実
業
家
は
学

生
時
代
に
起
業
し
て
お
り
、
青

年
こ
そ
自
由
な
創
造
力
の
宝
庫

で
す
。
そ
れ
を
実
現
す
る
実
践

力
こ
そ
「
今
こ
そ
出
発
点
」
の

精
神
で
す
。
こ
の
精
神
で
、
卒

業
生
の
皆
様
に
は
大
い
に
頑

張
っ
て
下
さ
い
。

　
２
０
１
４
年
３
月
24
日（
月
）

午
後
５
時
45
分
か
ら
、
法
政
大

学
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
富
士
見

坂
校
舎
地
下
１
階
富
士
見
坂
食

堂
に
お
い
て
、
２
０
１
３
年
度

卒
業
祝
賀
会
が
経
営
学
部
主
催

で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
横
内
学

部
長
の
挨
拶
に
よ
り
始
ま
り
、

経
営
学
部
同
窓
会
か
ら
は
岩
井

会
長
が
卒
業
生
に
お
祝
い
の
挨

拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
恒
例
に
よ
り
卒
業
生
の
成
績

優
秀
者
上
位
10
名
に
対
し
経
営

学
部
か
ら
の
表
彰
状
と
経
営
学

部
同
窓
会
か
ら
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
上
位
10
名
の
う

ち
女
性
が
８
名
と
近
年
の
社
会

世
相
を
反
映
し
て
お
り
ま
し
た
。

祝
賀
会
最
後
に
、
応
援
団
に
よ

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
あ
り
参

加
者
全
員
が
肩
を
組
み
法
政
大

学
校
歌
を
声
高
ら
か
に
歌
い
、

卒
業
生
の
前
途
を
祝
し
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
。
同
窓
会
か
ら

は
岩
井
会
長
は
じ
め
５
名
の
常

任
幹
事
が
出
席
い
た
し
ま
し
た
。

　
学
生
に
よ
る
学
生
・
教
員

の
た
め
の
「
理
想
的
な
授
業

を
し
て
い
る
先
生
を
選
ん
で

表
彰
す
る
」
と
い
う
目
的
で
、

２
０
１
４
年
度
よ
り
実
施
し

さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

学
生

に
「
良
い
先
生
と
は
ど
ん
な

先
生
か
」
を
考
え
さ
せ
、
ま

た
、
ベ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

賞
を
受
賞
し
た
教
員
の
授
業

改
善
の
取
り
組
み
を
学
内
外

に
公
開
す
る
こ
と
で
、
多
く

の
教
員
が
授
業
改
善
に
役
立

て
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
本

学
の
Ｆ
Ｄ（
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）
活

動
を
推
進
す
る
取
り
組
み
の

一
つ
で
す
。
２
０
１
７
年
度

は
、
経
営
学
部
の
林
直
嗣
先

生
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

 

学
生
が
選
ぶ

 

「
ベ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
賞
」

と
は
？

２
０
１
３
年
度

卒
業
祝
賀
会
の
思
い
出

個人情報保護法により、OB・OGの皆様の住所が大学から入手できなくなりました。
そのため、大学から送られてくる資料内のハガキで変更依頼をしても、同窓会で管理
している住所は変わりません。
必ず下記メールアドレスへご連絡ください。

info@houseikeieidousoukai.com
何卒ご協力の程、よろしくお願い申し上げます。

住 所 変 更 は 必 ず ご 連 絡 下 さ い！

同窓会のホームページはこちらから・・・。

URL:http://www.houseikeieidousoukai.com/

「経営学部同窓会」は現在、「一般社団法人　法政大学校友会」に所属しております。
法政大学の卒業生の全員が「校友会」に所属していることになりますが、所属している各同窓会で
は独自に活動及び組織の運営をおこなっております。
「経営学部同窓会」も23年間の歴史のもと、皆さん同窓会員の会費にて活動をおこなってきました。
しかし近年の「経営学部同窓会」の活動のための、会費納入率の低下が否めません。
「経営学部同窓会」は皆さんの会費にて活動をおこなっており、これからも経営学部同窓会の存続・
活動のため、皆さんのご協力及び会費の納入を切にお願いする次第です。

経営学部同窓会会長　　岩井　昭

会 費 納 入 の お 願 い

法政大学経営学部同窓会 検索
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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
法
政

大
学
野
球
部
が
12
季
ぶ
り
に
東

京
六
大
学
リ
ー
グ
の
秋
季
リ
ー

グ
戦
で
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
野
球
部
主
将
の

向
山
基
生
さ
ん
（
経
営
学
部
４

年
生
）
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行

い
ま
し
た
。

Ｑ.

「
優
勝
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
、
優
勝
を
果
た
し
た

ご
感
想
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
。」

Ａ.

「
伝
統
あ
る
法
政
大
学

野
球
部
で
12
季
振
り
に
優
勝
で

き
た
こ
と
、
そ
の
勝
利
に
貢
献

で
き
た
こ
と
は
純
粋
に
嬉
し
い

で
す
。
ま
た
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト

や
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
っ
た
関

係
者
の
皆
様
に
は
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。」

Ｑ.

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
学
の
経
営
学
部
に
進

学
さ
れ
た
経
緯
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。」

Ａ.

「
野
球
は
チ
ー
ム
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
部
員
全
員
で
野
球
に

向
き
合
い
、
同
じ
目
標
に
向

か
っ
て
頑
張
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
チ
ー
ム
を
強
く
す
る
た
め

に
組
織
学
や
人
的
資
源
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
学
び
た
い
と
思
っ

た
こ
と
が
経
営
学
部
を
選
ん
だ

理
由
で
す
。」

Ｑ.

「
大
学
で
の
学
び
を
野

球
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
か
？
」

Ａ.

「
Ｓ
Ｓ
Ｉ
コ
ー
ス
の
授

業
で
は
あ
り
ま
す
が
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
論
と
い
う
授
業
は

大
変
役
に
立
ち
ま
し
た
。
強
い

チ
ー
ム
を
作
る
た
め
に
は
力

強
い
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
で
す
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
で
学
ん
だ

意
思
決
定
や
全
体
を
取
り
ま
と

め
る
能
力
や
ス
キ
ル
を
野
球
に

取
り
入
れ
た
こ
と
で
４
年
生
を

中
心
に
ま
と
ま
り
の
あ
る
良
い

チ
ー
ム
を
作
る
こ
と
が
で
き
た

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

Ｑ.

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
、
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
教

え
て
く
だ
さ
い
」

Ａ.

「
卒
業
後
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
硬
式
野
球
部
で
野
球
を
続

け
る
予
定
で
す
。
こ
れ
か
ら
の

野
球
人
生
を
よ
り
良
い
も
の
に

す
る
た
め
に
大
学
生
で
あ
る
今

を
大
切
に
し
た
い
で
す
。
卒
業

ま
で
の
残
り
わ
ず
か
で
す
が
、

引
き
続
き
野
球
も
勉
強
も
一
生

懸
命
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。」

（
経
営
学
部
広
報
委
員
会
Ｆ
Ｂ

よ
り
転
載
）

　
外
国
人
と
の
共
生
・
協
働

社
会
が
訪
れ
、
大
学
に
と
っ

て
国
際
化
は
不
可
避
な
経
営

課
題
で
す
。
経
営
学
部
で
は
、

２
０
１
６
年
９
月
よ
り
英
語
の

み
の
授
業
で
卒
業
単
位
と
学
位

が
取
れ
る
Ｇ
Ｂ
Ｐ
（
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　「
ア
ジ
ア
の
世
紀
」
と
言
わ

れ
る
21
世
紀
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な

ビ
ジ
ネ
ス
社
会
で
活
躍
し
、
け

ん
引
で
き
る
人
材
と
し
て
育
成

す
る
た
め
、
英
語
で
行
う
授
業

に
よ
り
日
本
企
業
の
グ
ロ
ー
バ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
実
体
験
で
き
る

科
目
群
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

募
集
人
員
は
経
営
学
科
10
名
で

す
。
現
在
33
名
の
学
生
が
学
ん

で
い
ま
す
。
日
本
人
以
外
の
主

な
国
籍
は
、
中
国
８
名
、
中

国
（
台
湾
）
６
名
、
韓
国
３
名
、

イ
ン
ド
２
名
、
メ
キ
シ
コ
２

名
、
ア
メ
リ
カ
・
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
・
タ
イ
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ベ

ト
ナ
ム
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
各
１
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
学
校
法
人
法
政
大
学
（
東

京
都
千
代
田
区
）
と
株
式
会

社
ア
ー
バ
ン
リ
サ
ー
チ
（
大

阪
府
大
阪
市
）
は
、
学
生
が

企
画
・
製
作
に
携
わ
っ
た

パ
ー
カ
ー
を
株
式
会
社
Ｚ
Ｏ

Ｚ
Ｏ
（
千
葉
市
美
浜
区
）
の

運
営
す
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
通

販
サ
イ
ト
「ZO

ZO
TO
W
N

」

に
て
、
２
０
１
７
年
10
月
か

ら
２
０
１
８
年
１
月
ま
で
販

売
し
ま
し
た
。
本
企
画
は
、

ZO
ZO
TO
W
N

で
同
日
よ
り
展

開
さ
れ
る
大
学
と
ア
パ
レ
ル
ブ

ラ
ン
ド
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

企
画
「
６
大
学
×
６
ブ
ラ
ン
ド 

ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ラ
ボ
」
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
パ
ー
カ
ー
の
商
品
企
画
・
製

作
を
手
掛
け
た
の
は
法
政
大
学

経
営
学
部
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
学
ん
で
い
る
西
川
英
彦
教
授

の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
生
た
ち
で
す
。

学
生
た
ち
は
、
主
な
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
同
世
代
の
大
学
生
と
設
定

し
、
同
じ
学
生
の
目
線
で
見
え

る
「
ニ
ー
ズ
」
を
自
分
た
ち
で

考
え
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
実
際
に
商
品
を
販

売
す
る
際
に
不
可
欠
な
「
集
客

や
売
り
上
げ
を
ど
う
伸
ば
す

か
」
と
い
っ
た
視
点
に
つ
い
て

企
業
の
担
当
者
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
、
普
段
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

で
勉
強
し
て
い
る
商
品
開
発
を

実
践
的
に
学
べ
る
機
会
と
し
て

今
回
の
企
画
を
位
置
付
け
ま
し

た
。

　
商
品
は
プ
ル
オ
ー
バ
ー
の

パ
ー
カ
ー
で
リ
バ
ー
シ
ブ
ル
仕

様
に
な
っ
て
お
り
、
表
が
「
普

段
用
」、裏
が「
応
援
用
」と
な
っ

て
い
ま
す
。「
普
段
用
」
は
街

や
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
、
普
段
の

生
活
シ
ー
ン
で
着
る
こ
と
が
で

き
、
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
で
学
生

ス
ポ
ー
ツ
を
応
援
す
る
時
に
裏

返
し
て
着
用
す
れ
ば
、
法
政
大

学
の
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
で
も
あ

る
オ
レ
ン
ジ
と
ブ
ル
ー
（
ネ
イ

ビ
ー
）
の
「
応
援
用
」
と
し
て

使
用
で
き
ま
す
。

　
学
生
た
ち
は
「
体
育
会
が
盛

ん
な
法
政
大
学
で
、
学
生
が
頑

張
っ
て
い
る
姿
を
応
援
す
る
た

め
の
ア
イ
テ
ム
を
作
成
し
ま
し

た
。
パ
ー
カ
ー
を
着
て
応
援
席

を
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
で
覆
い
、

選
手
た
ち
を
一
層
応
援
し
た

い
」
と
商
品
に
懸
け
る
思
い
を

語
り
ま
す
。

（
法
政
大
学
Ｈ
Ｐ
よ
り
転
載
）

　
学
校
法
人
法
政
大
学（
総
長
：

田
中
優
子
／
以
下
：
法
政
大
学
）

の
子
会
社
で
あ
る
株
式
会
社
エ

イ
チ
・
ユ
ー
（
社
長
：
田
中
修

司
／
以
下
：
エ
イ
チ
・
ユ
ー
）

は
こ
の
た
び
、
大
分
県
杵
築
産

茶
葉
を
使
用
し
、
本
学
経
営
学

部
の
木
村
純
子
教
授
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
（
以
下
：
木
村
ゼ
ミ
）
と
と

も
に
製
品
開
発
を
行
っ
た
大
学

ブ
ラ
ン
ド
茶
「
ほ
う
せ
い
茶
」

の
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

　「
ほ
う
せ
い
茶
」
は
、
法
政

大
学
の
創
立
者
で
あ
る
金
丸
鉄

（
ま
が
ね
）・
伊
藤
修
が
大
分
県

杵
築
市
の
出
身
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
大
分
県
杵
築
市
の
生
産
組

合
「
き
つ
き
茶
生
産
組
合
」
か

ら
原
料
と
な
る
茶
葉
の
提
供
を

受
け
て
い
る
の
が
特
徴
。
ま
た

製
品
化
に
あ
た
っ
て
は
、
経
営

学
部
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学

ん
で
い
る
木
村
ゼ
ミ
が
商
品
名

や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
、

さ
ら
に
ド
リ
ン
ク
サ
ン
プ
ル
か

ら
の
選
定
な
ど
に
協
力
し
、
今

後
は
販
促
企
画
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
に
つ
い
て
も
共
同
で
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

　
本
製
品
は
主
た
る
購
買
層
を

法
政
大
学
生
と
想
定
し
、
木
村

ゼ
ミ
の
学
生
た
ち
が
パ
ッ
ケ
ー

ジ
デ
ザ
イ
ン
や
製
品
戦
略
を
検

討
。
ゼ
ミ
生
以
外
か
ら
も
ア
イ

デ
ア
を
豊
富
に
取
り
入
れ
、
法

政
大
学
と
杵
築
の
つ
な
が
り
や

愛
校
心
の
醸
成
、
さ
ら
に
大
学

生
活
の
身
近
な
存
在
と
な
る
お

茶
に
し
た
い
と
い
う
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書

き
込
め
る
ス
ペ
ー
ス
を
作
る
な

ど
、
学
生
な
ら
で
は
の
視
点
が

反
映
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
若
い

世
代
に
好
ま
れ
る
「
す
っ
き
り

し
た
後
味
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ほ
う
せ
い
茶
の
製
品
開
発
に

は
、
木
村
ゼ
ミ
の
研
究
テ
ー
マ

で
あ
る
「
地
理
的
表
示
法
」
や

「
農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」

「
地
域
活
性
化
」
な
ど
と
も
合

致
す
る
点
が
多
く
、
学
生
た
ち

は
「
既
存
の
緑
茶
飲
料
に
比
べ

ど
う
価
値
を
与
え
る
か
」「
誰

に
で
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
製
品

に
す
る
に
は
」
と
い
っ
た
課
題

に
手
ご
た
え
を
感
じ
な
が
ら
取

り
組
み
ま
し
た
。
今
後
は
「
継

続
し
て
愛
さ
れ
る
製
品
に
し
た

い
」「
フ
ァ
ン
を
作
り
法
大
生

の
文
化
に
し
て
い
き
た
い
」
と
、

新
た
な
目
標
に
向
け
た
研
究
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
販
売
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
売

店
や
自
動
販
売
機
を
中
心
と
し

て
、
靖
国
通
り
一
口
坂
交
差
点

の
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
一
口
坂

校
舎
内
情
報
発
信
ス
ペ
ー
ス
な

ど
で
の
販
売
も
予
定
し
て
お
り
、

一
般
の
方
の
ご
購
入
も
可
能
で

す
。

（
法
政
大
学
Ｈ
Ｐ
よ
り
転
載
）

２
０
１
６
年
度
よ
り

Ｇ
Ｂ
Ｐ

（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

を
開
始

東
京
六
大
学
野
球
秋
季
リ
ー
グ
戦
優
勝
！

野
球
部
主
将
向
山
基
生
さ
ん
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
！

２
０
１
８
年
度
「
実
践
知
大
賞
」
ノ
ミ
ネ
ー
ト
の

西
川
ゼ
ミ

２
０
１
７
年
度
よ
り
始
ま
っ
た

法
政
大
学
ブ
ラ
ン
ド
茶

「
ほ
う
せ
い
茶
」
を
木
村
ゼ
ミ
と

共
同
開
発

　「
自
由
を
生
き
抜
く
実

践
知
大
賞
」
表
彰
式
は
、

２
０
１
６
年
に
制
定
し
た
法

政
大
学
憲
章
を
体
現
す
る
教

育
・
研
究
等
の
実
践
を
顕
彰

し
、
広
く
共
有
・
発
信
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
憲
章
に
関

す
る
理
解
を
深
め
、
法
政
大

学
ブ
ラ
ン
ド
を
更
に
強
化
、

周
知
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
し
た
も
の
で
す
。
賞
の
実

施
は
、
学
部
・
部
局
横
断
の

教
職
員
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ

れ
る
「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
推

進
チ
ー
ム
」
が
企
画
・
運
営

し
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
２

回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
２
０
１
４
年
度
以

降
に
本
学
の
「
教
員
・
教
諭
」

「
職
員
」「
学
生
・
生
徒
」
が

取
り
組
ん
で
い
る
、
法
政
大

学
憲
章
を
体
現
す
る
教
育
・

研
究
、
業
務
、
活
動
等
の
実

践
事
例
を
対
象
と
し
て
募
集

し
、
30
件
の
エ
ン
ト
リ
ー
の

中
か
ら
15
件
に
西
川
英
彦
教

授
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
法
政
愛
リ

バ
ー
シ
ブ
ル
パ
ー
カ
ー
産
学

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
ノ

ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
経
営
学
部
の
英
語
学
位
プ

ロ
グ
ラ
ム
。
英
語
の
み
の
授

業
に
よ
り
学
位
取
得
が
可
能

で
、
日
本
企
業
の
グ
ロ
ー
バ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
実
体
験
で
き

る
科
目
群
を
設
置
。

実
践
知
大
賞
と
は
？

「
Ｇ
Ｂ
Ｐ

（Global Business Program

）

と
は
」
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た
都
銀
は
、
不
良
債
権
処
理
に

公
的
資
金
の
注
入
を
受
け
、
中

堅
生
保
が
ど
れ
だ
け
外
資
の
傘

下
に
入
っ
た
か
。
し
か
も
、
身

近
な
人
や
大
学
の
先
輩
・
同
期
・

後
輩
が
そ
の
渦
中
に
置
か
れ
て

い
た
。
混
沌
と
し
た
時
代
に
生

き
残
る
た
め
、
大
学
の
研
究
・

教
育
も
変
わ
ら
な
い
は
ず
も
な

く
、
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
大
衆

に
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
、
そ
ん

な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
清
成
先
生

の
言
葉
は
と
て
も
響
い
た
。

　
大
学
の
使
命
の
一
つ
に
、
在

校
生
・
卒
業
生
、
社
会
の
た
め

に
も
永
遠
に
存
続
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
責
任
は
卒
業

生
も
課
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
清
成
先
生
の
言
葉

が
、
改
革
者
及
び
重
責
者
ゆ
え

に
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
発
掘
を

熱
く
訴
え
て
い
た
が
、
現
在
に

も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
名
言
で

あ
る
。

　
ど
う
か
卒
業
生
の
皆
さ
ん

も
、
同
窓
会
等
を
通
し
て
母
校

に
力
を
か
し
て
い
た
だ
き
た
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
だ
よ
り杉

山
　
孝

（
１
９
８
７
年
卒
）

　
２
０
０
１
年
当
時
、
清
成
先

生
が
総
長
の
時
に
話
さ
れ
た

「
安
定
志
向
が
も
っ
と
も
不
安

定
」
と
言
わ
れ
た
言
葉
は
、
今

で
も
私
の
座
右
の
銘
と
な
っ
て

い
る
。

　
そ
の
当
時
は
、
日
本
経
済
と

い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
絞
っ
て

も
、
毎
日
の
よ
う
に
新
聞
紙
面

に
は
千
人
規
模
の
リ
ス
ト
ラ
の

記
事
が
目
に
入
る
。
失
業
率

５
％
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
マ
イ
ナ
ス
成
長
、

景
況
感
指
数
の
悪
化
、
そ
ご
う

や
マ
イ
カ
ル
の
破
綻
、
総
合
商

社
が
減
資
に
よ
り
専
門
商
社
へ

移
行
し
活
路
を
見
出
し
て
い

た
。系
列
を
超
え
た
業
務
提
携
、

業
界
再
編
、
変
化
を
あ
げ
れ
ば

き
り
が
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。

バ
ブ
ル
期
を
経
験
し
た
自
分
達

の
世
代
に
と
っ
て
、
予
想
し
な

い
事
実
が
続
き
、身
震
い
し
た
。

当
時
、
安
定
就
職
先
と
言
わ
れ

2019年
定期総会・懇親会のご案内

経 営 学 部 同 窓 会

日時　2019年6月22日（土）
場所　法政大学 市ヶ谷キャンパス　総会会場　外濠校舎4階S405教室
 懇親会場　富士見坂校舎 地下1階 富士見坂食堂
　　　（JR・地下鉄/市ヶ谷・飯田橋下車）

連絡先

［第１部］ 2019年定期総会 （14：00～15：00 予定）
  総会会場　外濠校舎4階S405教室
 2018年度事業報告・会計報告、2019年度事業計画（案）など
［第２部］ 懇親会 （15：00～17：00 予定）
  懇親会場　富士見坂校舎地下1階 富士見坂食堂
 総会参加者、教職員、学生、ゼミOB・OG など
 会費 3,000円 (除 在校生)

法政大学経営学部同窓会事務局　〒102-8160　東京都千代田区富士見2-17-1
法政大学　ボアソナード・タワー17階

 URL http://www.houseikeieidousoukai.com/
 メールアドレス:info@houseikeieidousoukai.com

2018 年度決算報告 2019 年度予算案
【収入の部】 決算 【収入の部】 予算
前年度繰越金 560,018 前年度繰越金 567,853
年会費 369,000 年会費 375,000
懇親会費 116,000 懇親会費 120,000
寄付金 234,138 寄付金 250,000
校友会代行手数料 16,000 校友会代行手数料 16,000
受取利息 2 受取利息 －
合計 1,295,158 合計 1,328,853

【支出の部】 決算 【支出の部】 予算
一般通信費 郵送料 1,266 一般通信費 郵送料 2,000
一般印刷費 コピー代・名刺印刷 9,800 一般印刷費 コピー代・名刺印刷 10,000
消耗品費 事務用品 194 消耗品費 事務用品 1 ,000
会報発行費 会報 5号印刷費 109,620 会報発行費 会報 6号印刷費 110,000

同窓会通信 16 号印刷 58,536 同窓会通信 17 号印刷 60,000
諸雑費 諸雑費
計 168,156 計 170,000

会報発送費 会報 5号発送費 13,961 会報発送費 会報 6号発送費 14,000
同窓会通信 16 号発送 15,744 同窓会通信 17 号発送 16,000
計 29,705 計 30,000

総会開催費 懇親会費 84,400 総会開催費 懇親会費 90,000
謝礼 12,000 謝礼 12,000
計 96,400 計 102,000

忘年会費 69,260 忘年会費 70,000
ホームページ運営費 136,800 ホームページ運営費 140,000
広告掲載料 36,666 広告掲載料 40,000
卒業生成績優秀者記念品代 34,884 卒業生成績優秀者記念品代 35,000
教職員との懇親会費 57,700 教職員との懇親会費 60,000
振込手数料 14,216 振込手数料 15,000
慶弔費 65,000 慶弔費 65,000
同窓会協議会会費 5,000 同窓会協議会会費 5,000
雑費 2,258 雑費 3,000
次年度繰越金 567,853 次年度繰越金 580,853
合計 1,295,158 合計 1,328,853

2018 年度　経営学部同窓会　事業報告 2019 年度　経営学部同窓会　事業計画案
1.　東京六大学野球　春季リーグ戦　応援観戦　　2018年5月27日（日）対明治
2.　定期総会・講演会・懇親会　開催　　2018年6月23日（土）　14:00 ~ 18:00
　　市ヶ谷キャンパス　富士見ゲート2階Ｇ201教室
　　総会（14:00～15:00）
　　　2018年度　事業報告及び決算承認
　　　2019年度　事業計画案及び予算案承認
　　　役員選任の承認、 名誉会長及び顧問就任の承認
　　演芸会　（15:00～16：00）
　　　落語研究会による落語
　　懇親会　（16：00～18：00）
　　　市ヶ谷キャンパス　ボアソナード・タワー25階　スタッフクラブ
3.　学部生・同窓会合同広報委員会開催　　2018年7月10日（火）　17：30より
　　BＴ0701教室で学部生が主体の経営学部広報委員会との合同委員会
4.　東京六大学野球　秋季リーグ戦　応援観戦　　2018年 10月7日（日）対立教
5.　経営学部教員・経営学部卒業職員・同窓会 懇談会　開催
　　2018年 10月17日（水）　18：30～20：30　
　　ボアソナードタワー26階　ラウンジにて
6.　「落語会と忘年懇親会」を開催　2018年 12月7日（金）　18：30～21：00
　　ボアソナードタワー25階　スタッフクラブにて開催
7.　経営学部卒業生成績優秀者表彰　2019年 3月24日（日）　17：30より
　　富士見坂校舎地下1階富士見坂食堂にて、成績優秀者11名を表彰し記念品贈呈
8.　常任幹事会　本年度は10回開催

1.　東京六大学野球　春季リーグ戦　応援観戦　　2019年4月27日(土) 慶應戦
2.　定期総会・懇親会　開催
　　定期総会　2019年 6月22日（土）　14：00～15：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　   市ヶ谷キャンパス　外濠校舎4階 S405教室
　　　2018年度　活動・事業報告及び会計報告
　　　2019年度　事業計画案及び予算案承認
　　　2019年度　役員選任承認
　　懇親会　　同日　15：00～17：00　富士見坂校舎　地下1階　富士見坂食堂
3.　法政フェア2019への参加　　2019年 9月15日予定
　　法政フェア2019にて「経営学部同窓会ブース」を設置し、活動報告や新規入会者勧誘を実施予定
4.　東京六大学野球　秋季リーグ戦　応援観戦　　2019年 10月予定
5.　秩父宮ラグビー場にてラグビー観戦　2019年 11月予定
6.　経営学部卒業職員・教授会・同窓会との懇談会開催　　開催日程未定
7.　「落語会と忘年懇親会」　　2019年 12月開催予定
8.　経営学部卒業生成績優秀者表彰　2020年 3月24日（火）　17：30より
　　成績優秀者10名を表彰し記念品贈呈
9.　常任幹事会　年度内に随時開催10回程度

*各種行事は適時ホームページに掲載し告知いたします。


